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両立支援実務のてびき

本書は、妊娠、出産、育児、介護のために利用できる国家公務員の

両立支援制度の内容や運用方法について、各制度別に分かり易く説明
したもので、実務担当者が日常の業務にお使いいただく手引書となっ

ております。

また、育児休業法や勤務時間・休暇法等でそれぞれ定められている両立

支援制度を『一つにまとめた初めての図書』です！

  申 込 書 
お申込み・お問合せは、

全国の政府刊行物センター 

全国の官報販売所
全国の書店

〒102-0082 東京都千代田区一番町19番地 TEL03-3239-8031

◇ 待 望 の 新 刊 図 書 ◇
「両立支援制度」実務担当者必携の書！

国 家 公 務 員

○育児休業、育児短時間勤務、育児時間、非常勤職員の育児休業等
 ○女性職員の健康、安全及び福祉（深夜勤務及び超過勤務の制限、保育時間 など）
 ○出産・育児等のための休暇（育児参加休暇 など）
 ○介護のための休暇（短期介護休暇 など）
 ○育児又は介護等のための勤務時間制度上の配慮
（フレックスタイム制、早出遅出勤務並びに深夜勤務及び超過勤務の制限）

 ○妊娠、出産、育児又は介護に関するハラスメントの禁止
 ○配偶者同行休業 ○自己啓発等休業

新 版 （令和６年）



国 家 公 務 員

            両 立 支 援 実 務 の て び き
                                 新 版（令和６年）

 主 要 目 次

第１章 国家公務員の育児休業等
Ⅰ 育児休業等の目的

Ⅱ 育児休業

Ⅲ 育児短時間勤務

Ⅳ 育児時間

Ⅴ 非常勤職員の育児休業

Ⅵ 非常勤職員の育児時間

Ⅶ 各省各庁の長が講ずべき措置等

  第２章 女性職員の健康、安全及び福祉
Ⅰ 生理日の就業が著しく困難な女性職員に対する措置

Ⅱ 妊産婦である女性職員等の危険有害業務の就業制限

Ⅲ 妊産婦である女性職員の深夜勤務及び時間外勤務の制限

Ⅳ 妊産婦である女性職員の健康診査及び保健指導のための職務専念義務の免除

Ⅴ 妊産婦である女性職員の業務軽減等

Ⅵ 妊娠中の女性職員の通勤緩和のための職務専念義務の免除

Ⅶ 産前の就業制限（産前休暇）

Ⅷ 産後の就業制限（産後休暇）

Ⅸ 保育時間

Ⅹ 非常勤職員への適用

  第３章 出産・育児等のための休暇
Ⅰ 配偶者出産休暇（妻が出産する場合の休暇）（特別休暇）

Ⅱ 育児参加休暇（男性職員が妻が出産する場合に子を養育するための休暇）（特別休暇）

Ⅲ 子の看護休暇（子の看護をする場合の休暇）（特別休暇）

Ⅳ 出生サポート休暇（不妊治療に係る通院等のための休暇）（特別休暇）

Ⅴ 非常勤職員を対象とした出産・育児等のための休暇

  第４章 介護のための休暇
Ⅰ 介護休暇

Ⅱ 介護時間

Ⅲ 短期介護休暇（短期の介護をする場合の休暇）（特別休暇）

Ⅳ 非常勤職員の介護のための休暇

【参考】 国家公務員の休暇制度の概要（常勤職員の場合）

  第５章 育児又は介護等のための勤務時間制度上の配慮（休暇を除く。）
Ⅰ 育児又は介護を行う職員のフレックスタイム制

Ⅱ 人事院規則10－11（育児又は介護を行う職員の早出遅出勤務並びに深夜勤務及び

超過勤務の制限）による措置

Ⅲ 育児又は介護を行う職員、妊娠中の女性職員の休憩時間の短縮・延長

【参考】妊娠・出産・育児・介護と仕事の両立支援制度の活用に関する指針

  第６章 妊娠、出産、育児又は介護に関するハラスメントの禁止
  第７章 配偶者同行休業 
  第８章 自己啓発等休業

【関係法令】    主な関係法令（法令の一覧表）、各法令の三段表を記載
             （三段表は法律、人事院規則、運用通達をそれぞれの該当する項目別にまとめて掲載したもの）
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